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原 著

精神科看護師の表情認知能力と情動知能およびコーピングの関係性

麻生 浩司，井上 誠，近藤美也子
県立広島大学保健福祉学部保健福祉学科看護学コース

（2021年 10月 14日受付）

要旨：【目的】本研究では，精神科看護師の表情認知能力と情動知能およびコーピングの関係性に
ついて検討した．
【方法】精神科病院に勤務する看護職（看護師・准看護師）200名を対象に，基本属性（年齢，
性別，看護職経験年数，精神科経験年数），表情認知検査，Emotional Intelligence Scale，コーピ
ング尺度を調査した．各尺度から得られたデータの正規性を Shapiro-Wilks検定にて確認した．年
齢，看護職経験年数，精神科経験年数，EQSの領域および対応因子，コーピング尺度の下位尺度
の各関連をスペアマンの順位相関係数を用いて算出した．
【結果】表情認知能力の正答数と EQS対応因子の共感性において相関関係が認められ，表情認
知能力の正答数とコーピングにおいては相関関係が認められなかった．
【結論】表情認知能力と共感性の関係から，他者の表情を認知する能力の高さには共感性の高さ
が影響しているのではないかと考えられた．共感性は，他者を捉えての情動反応で意識される認
知的共感の前段階にある情動反応であり，共感性が高いことは他者の表情を正確に捉えるが早期
にストレスに曝露している可能性が考えられた．今後は，精神科看護師の共感性とコーピングと
の関係性も検討していく必要があると考えられた．

（日職災医誌，70：87─92，2022）
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I．はじめに

看護師は，自身をコミュニケーションの道具として活
用しながら，患者との相互関係のなかで多様な感情を受
け取る．精神疾患を有する患者は，精神症状や認知機能
障害，社会認知の障害等１）～３）の影響から，怒り，不安，悲
しみなどのネガティブな感情を鮮明に表出することがあ
る．精神科看護師は，そのような患者の状態を理解する
ために患者の言動や表情，しぐさを注意深く観察しなが
ら心理的側面を推察する．感情は，表情や動作，言語を
通して表出されるが，多くの場合，人間の顔の表情から
読み取られる．そして，感情を的確に捉えることで，他
者の状態に適した応答ができる．対人援助職にとって，
他者の状態を理解するために表情から感情を読み取る能
力は重要である４）．しかしながら，ネガティブな表情を捉
えることは精神的負荷を受け，加えて，交感神経活動の
亢進や疲労，うつ病，心血管系疾患等のリスクを増大さ
せるなどの身体的側面にも影響を及ぼす５）～７）．
精神科看護師は，患者との関係において感情を抱くと

き，自己と向き合い自己の感情を認識することや引き起
こされた状況を解釈し直し，感情コントロールをするプ
ロセスを経ているという８）９）．情動知能は，このように他
者や自己の感情の認識やコントロールをする能力であ
る．精神科看護師の情動知能は一般住民よりも有意に高
く，その背景として日々の看護実践において感情に対処
していることで養われている可能性があるという１０）．実
際に，情動知能はトレーニングすることで強化すること
が可能であることが示されている１１）．また，情動知能はス
トレスコーピングと関連しており，感情コントロールが
コーピング方略に影響していることも示されている１２）１３）．
近年，看護師のメンタルヘルスに関する不調の訴えは

増加傾向にある１４）１５）．精神科看護師は，精神疾患を有する
患者の精神症状やコミュニケーションの困難さからネガ
ティブな感情を受け取ることがあるが，表情認知能力の
程度と感情やストレスの調整をする情動知能およびコー
ピングとの関係性は明らかとなっていない．したがって，
本研究では精神科看護師の表情認知能力と情動知能およ
びコーピングの関係性について検討することを目的とし
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表 1　対象者の概要
n＝97

n 平均値 ± 標準偏差 最小値 最大値

年齢（歳） 41.1 ± 10.9 20.0 66.0
性別 男性 52名

女性 45名
看護職経験年数（年） 16.0 ± 11.1  1.0 44.0
精神科経験年数（年） 13.4 ± 9.9  1.0 44.0

た．

II．方 法

1．対象者と調査票の回収方法
本研究の対象者は，精神科病院に勤務する看護師と准

看護師の資格を有する者 200名であった．これらの対象
者に対して，文書にて本研究の目的，方法，内容，倫理
的配慮などを説明し，調査票（①基本属性，②表情認知
検査，③Emotional Intelligence Scale，④コーピング尺度）
を配布した．回収方法は，記入した用紙を個別の封筒に
入れ封をして，所属長に回収してもらった．無記名自記
式にて 113名（回収率 56.5%）が回収され，欠損値を除く
97名（48.5%）を分析対象とした．
2．調査内容
基本属性として，年齢，性別，看護職経験年数，精神

科経験年数について収集した．表情認知能力では，成人
版表情認知検査１６）を用いて，成人の顔に対する表情認知
能力を測定するものであり，成人の表情写真を見て，「よ
ろこび・いかり・おどろき・かなしみ・まがお」の表情
について回答してもらった．表情写真は，実際の成人の
写真であり，男女 2名ずつの顔写真を用いた．この検査
では，男性の顔（課題 1と課題 2），女性の顔（課題 3
と課題 4）のそれぞれについて成績結果を算出すること
で，同性の顔，または異性の顔での表情認知能力を測定
できる．本検査は，正答数でもって各個人の表情認知能
力を表され，課題 1から 4の正答数の合計で表情認知能
力を表した（最大正答数 32）．
また，情動知能においては内山ら（2001）の Emotional

Intelligence Scale（以下，EQSと称す）を用いた１７）．EQS
は自己対応，対人対応，状況対応の 3つの領域があり，
それぞれに 3つの対応因子がある．これら 9つの対応因
子には，自己洞察，自己動機づけ，自己コントロール，
共感性，愛他性，対人コントロール，状況洞察，リーダー
シップ，状況コントロールがあり，対応因子の下に全部
で 21の下位因子がある．この尺度は，5段階で回答させ
るもので得点が高いほど，その働きが高いことを意味す
る．
コーピングには，尾関ら（1993）のコーピング尺度を

用いた１８）．コーピング尺度は，その時点で個人が経験して
いるもっとも重要なストレッサーに対するコーピングを

簡便に測定するもので，「問題焦点型」「情動焦点型」「回
避・逃避型」の 3つの下位尺度で構成される．回答は，
「全くしない」「たまにする」「時々する」「いつもする」の 4
件法を用いた．
3．分析方法
対象者の基本属性である年齢（歳），性別，看護職経験

年数（年），精神科経験年数（年）と，表情認知検査にお
ける正答数と誤答数，EQSの領域および対応因子，コー
ピング尺度の下位尺度について単純集計した．次に，各
尺度の正規性の有無を確認後，表情認知能力検査の正答
数と基本属性（年齢，看護職経験年数，精神科経験年数），
EQSの領域および対応因子，コーピング尺度の下位尺度
の各関連をピアソンの積率相関係数またはスペアマンの
順位相関係数を用いて検討した．全ての検定における P
値は両側であり，p＜0.05を有意とした．また全ての統計
解析には Statistical Package for the Social Science
（SPSS）ver.27.0J for Windowsを用いた．
4．倫理的配慮
本研究は，県立広島大学研究倫理委員会の承認を得て

実施した（承認番号：19MH048）．対象者に対して，文書
にて研究への同意は自由意思であり，研究協力をしない
場合であっても不利益を被らないこと，対象者の個人情
報は厳重に保護されること，研究成果の学会等での報告，
問い合わせ先などについて説明を行った．また，調査票
は無記名自記式にて回答してもらい，回答後は個別の封
筒へ封入するように依頼し，本人の回答をもって研究参
加への同意とみなした．

III．結 果

1．対象者の概要（表 1）
年齢は，41.1±10.9歳（範囲 20.0～66.0）であった．年

齢階層では，20歳代が 15名（15.5%），30歳代が 29名
（29.9%），40歳代が 31名（32.0%），50歳以上が 22名
（22.7%）であり，40歳代，30歳代，50歳代，20歳代の
順で多かった．性別は，男性 52名（53.6%），女性 47名
（46.4%）であった．看護職経験年数は，16.0±11.1年（範
囲 1.0～44.0）であった．精神科経験年数は，13.4±9.9
年（範囲 1.0～44.0）であった．
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表 2　表情認知能力，EQSの領域および対応因子，コーピング尺度の概要
n＝97

平均値 ± 標準偏差 最小値 最大値

表情認知能力
正答数（全体） 21.4 ± 4.4 0.0 29.0
誤答数（全体） 10.6 ± 4.5 3.0 32.0
正答数（男性） 10.9 ± 2.4 0.0 15.0
誤答数（男性） 5.2 ± 2.5 1.0 16.0
正答数（女性） 10.5 ± 2.5 0.0 14.0
誤答数（女性） 5.5 ± 2.5 2.0 16.0

EQS 総得点 120.8 ± 34.4 30.0 214.0
自己対応 42.7 ± 11.9 13.0 76.0

自己洞察 12.8 ± 4.4 1.0 24.0
自己動機づけ 12.5 ± 4.2 4.0 22.0
自己コントロール 17.4 ± 5.4 5.0 30.0

対人対応 41.3 ± 11.4 12.0 69.0
共感性 13.9 ± 4.3 4.0 24.0
愛他心 13.2 ± 3.9 3.0 22.0
対人コントロール 14.2 ± 5.5 2.0 27.0

状況対応 36.8 ± 14.2 5.0 70.0
状況洞察 17.3 ± 6.4 2.0 32.0
リーダーシップ 8.4 ± 4.6 0.0 24.0
状況コントロール 11.2 ± 4.6 2.0 23.0

コーピング尺度
問題焦点型 7.5 ± 3.4 0.0 14.0
情動焦点型 4.8 ± 2.2 0.0 9.0
回避・逃避型 9.3 ± 4.0 0.0 18.0

2．表情認知能力，EQSの領域および対応因子，コー
ピング尺度の下位尺度の概要（表 2）
表情認知能力における課題全体の正答数の平均は 21.1

±4.4であり，誤答数は 10.6±4.5であった．課題ごとで
は，表情写真が男性の顔である課題 1と 2において正答
数の平均は 10.9±2.4，誤答数の平均は 5.2±2.5であった．
表情写真が女性の顔である課題 3と 4では，正答数の平
均は 10.5±2.5，誤答数の平均は 5.5±2.5であった．また，
EQS総得点の平均は 120.8±34.4であった．EQSの領域
および対応因子では，領域の自己対応の平均が 42.7±
11.9，その対応因子の自己洞察の平均は 12.8±4.4，自己動
機づけの平均は 12.5±4.2，自己コントロールの平均が
17.4±5.4であった．領域の対人対応の平均は 41.3±11.4，
その対応因子である共感性の平均は 13.9±4.3，愛他心の
平均は 13.2±3.9，対人コントロールの平均は 14.2±5.5
であった．そして，領域の状況対応の平均は 36.8±14.2，
その対応因子の状況洞察では 17.3±6.4，リーダーシップ
の平均は 8.4±4.6，状況コントロールの平均は 11.2±4.6
であった．さらに，コーピング尺度では問題焦点型の平
均は 7.5±3.4，情動焦点型の平均は 4.8±2.2，回避・逃避
型の平均が 9.3±4.0であった．
3．表情認知能力の正答数と EQSの領域および対応

因子，コーピング尺度の各変数の関連性（表 3，表 4）
各尺度の正規性を Shapiro-Wilks検定にて確認した．

年齢，看護職経験年数，精神科経験年数，EQSの領域お

よび対応因子，コーピング尺度の下位尺度の各関連をス
ペアマンの順位相関係数を用いて算出した．その結果，
表情認知能力の正答数と EQSの対応因子の共感性に正
の相関（p=0.019）が認められた（表 3，表 4）．また，表
情認知能力の正答数とコーピング尺度には有意な相関は
認められなかった．

IV．考 察

本研究では，精神科看護師の表情認知能力と情動知能
およびコーピング能力の関係性を検討した．今回の結果
では，表情認知能力の正答数と EQSの対応因子の共感
性において相関関係が認められ，表情認知能力の正答数
とコーピングにおいては相関関係が認められなかった．
表情認知と共感性の関係について，先行研究では無表

情，喜び，驚き，悲しみ，嫌悪の表情は共感性の高群と
低群で差はなかったが，怒りや恐れの表情では共感性の
高群の方が低群よりも正答率が高かったと報告されてい
る１９）．また，表情の読み取りが求められない状況でも，共
感の高群の方が低群よりも他者の表情の情報を符号化し
ていたという２０）．したがって，他者の表情を認知する能力
の高さには共感性の高さが影響しているのではないかと
考えられる．共感性において，本研究の対象者の EQS
対応因子の共感性の得点は 13.9±4.3であり，内山ら
（2001）の報告での一般住民の EQS対応因子の共感性の
得点は 12.44±4.39であったことから，本研究の対象者の
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表 3　表情認知能力の正答数とEQSの領域，コーピング尺度の相関関係

年齢 看護職
経験年数

精神科
経験年数

EQS
総得点 自己対応 対人対応 状況対応 問題焦点型 情動焦点型 回避・逃避型

r P値 r P 値 r P 値 r P 値 r P 値 r P 値 r P 値 r P 値 r P 値 r P 値

正答数
（全体）－0.038 0.709 －0.004 0.972 －0.062 0.549 0.152 0.138 0.090 0.383 0.199 0.051 0.099 0.335 0.128 0.210 －0.010 0.926 －0.153 0.134

スピアマンの順位相関係数　p＜0.05

表 4　表情認知能力の正答数とEQSの領域および対応因子の相関関係

自己対応 対人対応 状況対応

自己洞察 自己動機
づけ

自己
コントロール 共感性 愛他心 対人

コントロール 状況洞察 リーダー
シップ

状況
コントロール

r P値 r P 値 r P 値 r P 値 r P 値 r P 値 r P 値 r P 値 r P 値

正答数
（全体） 0.055 0.595 0.108 0.290 0.103 0.317 0.238＊ 0.019 0.108 0.292 0.151 0.141 0.077 0.455 0.092 0.369 0.099 0.336

スピアマンの順位相関係数　＊：p＜0.05

方が高い傾向にある．また，総合病院に勤務する看護師
の EQSを調査した報告では EQS対応因子の共感性の
得点は 13.7±4.1であり２１），本研究の結果と同程度であっ
た．Van Dusseldorpら（2011）は，精神科看護師と一般
住民の情動知能を比較すると精神科看護師の方が高かっ
たと示しており１０），また専攻別の学生間での EQSを比較
した報告では看護学生の方が理系学生および文系学生よ
りも EQSの対人対応，共感性，愛他性の得点が高かった
ことが示されている２２）．これら看護職の EQSの高さは，
看護基礎教育での他者を理解するための専門的知識等の
習得や，患者が抱える疾患の苦痛などの心理的側面へ関
心を寄せることで育成されていると考えられている２３）２４）．
一方，共感は無意識的および自動的な情動的共感と状況
的な認知的共感に分けられ２５），EQS対応因子の共感性は
他者の感情の状態を察知し，その感情に応じて適切な感
情を起こす能力で，反応が感情レベルである１６）．つまり，
情動的共感は他者を捉えての情動反応で意識される認知
的共感の前段階にあり，共感性が高いことは他者の表情
を正確に捉えるが早期にストレスを曝露している可能性
が考えられる．ストレッサーへの対処としてコーピング
行動があげられるが，本研究の結果では表情認知能力の
正答数とコーピングの関係性は認められなかった．コー
ピングは，情動知能や感情調整と関係していることか
ら１２）１３），表情認知能力と直接的な関係はしていないのかも
しれない．
本研究では，精神科看護師の表情認知能力の高さと共

感性の関係性が明らかとなったが，今後は精神看護師の
共感性の特徴を明らかにしていくために，精神科看護師
と他部署に勤務する看護師や一般住民との比較検討を実
施していく必要があると思われた．また，精神科看護師
の共感性とコーピングとの関係性も検討していくこと
で，ストレスへの曝露への対処につながるのではないか

と思われた．

V．研究の限界

本研究の限界として，調査方法では調査票への回答が
匿名であるためデータへの影響や，所属長による回収に
よる回答率への影響も否めない．これらの検討は今後の
課題であると考える．

VI．結 語

本研究では，精神科看護師の表情認知能力と情動知能
およびコーピングの関係性について検討することを目的
とした．その結果，表情認知能力の正答数と EQS対応因
子の共感性において相関関係が認められ，表情認知能力
の正答数とコーピングにおいては相関関係が認められな
かった．表情認知能力と共感性の関係から，他者の表情
を認知する能力の高さには共感性の高さが影響している
のではないかと考えられた．先行研究と比較すると看護
職の EQS対応因子の共感性は一般住民よりも高い傾向
にあり，患者との関わりから苦痛などの心理的側面へ関
心を寄せることで育成されていると考えられた．共感性
は，他者を捉えての情動反応で意識される認知的共感の
前段階にある情動反応であり，共感性が高いことは他者
の表情を正確に捉えるが早期にストレスに曝露している
可能性が考えられた．コーピングは，情動知能や感情コ
ントロールに関係していることから，表情認知能力とは
直接的な関係はしていない可能性もあり，今後は精神科
看護師の共感性とコーピングとの関係性を検討していく
必要があると思われた．
［COI開示］本論文に関して開示すべき COI状態はない
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Relationship between Facial Expression-related Cognitive Ability, Emotional Intelligence, and Coping in
Psychiatric Nurses

Koji Aso, Makoto Inoue and Miyako Kondo
Nursing Course, Department of Health and Welfare, Faculty of Health and Welfare, Prefectural University of Hiroshima

【Objective】This study examined the relationship between facial expression-related cognitive ability, emo-
tional intelligence, and coping ability of psychiatric nurses.
【Methods】 Demographic data (age, sex, years of nursing experience, and years of psychiatric experience),

facial cognitive test results, emotional intelligence scale scores, and coping scale scores were investigated in 200
nurses (nurses/assistant nurses) working in psychiatric hospitals. Data normality obtained using the scales was
confirmed using the Shapiro-Wilk test. Spearman’s rank correlation coefficient was used to calculate the asso-
ciations between age, years of nursing experience, years of psychiatric experience, EQS area, and correspond-
ing factors with the subscales of the coping scale.
【Results】Empathy, an EQS-corresponding factor, correlated with the number of correct answers for facial

expression-related cognitive ability. Conversely, no correlation was found between the number of correct an-
swers for facial expression-related cognitive ability and coping.
【Conclusion】 Based on the relationship between facial expression-related cognitive ability and empathy,

high empathy was considered to result in a better ability to recognize others’ facial expressions. Empathy is an
emotional reaction that precedes cognitive empathy, which refers to perceiving the emotional reactions of oth-
ers. Individuals with high empathy can accurately perceive and understand the facial expressions of others;
however, such individuals are possibly exposed to stress early on. Examining the relationship between psychi-
atric nurses’ empathy and coping will be necessary for the future.

(JJOMT, 70: 87―92, 2022)
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psychiatric nurse, facial expression-related cognitive ability, emotional intelligence
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